
私達は依存症からの回
復の道を歩む者たちです。

リカバリー・パレード

依存症からの＊新しい回復のあり方がここにあります

2024
11

13:00 - 16:00

年

月 日23 （土）

主催

障害のある人も、その家族も、障害の無い人も共に生きる社会へ

私たちは勇気を持って私たちのコミュニティ＝
自助グループからメインストリートへ出てみる事

を選びました。

私達の声を聴いて、何かを感じて欲しい

なっても大丈夫、
回復はここにある！

リカバリー・パレード「回復の祭典」in神奈川実行
委員会

・後援：神奈川県、横浜市

お 問 い 合 わ せ ： 横 浜 依 存 症 回 復 擁 護 ネ ッ ト ワ ー ク
（ Y - A R A N ）

☎️045-353-9130
✉️rikapare@y-aran.org

場所

in神奈川「回復の祭典」

参加費

無料

・協賛：あざみ野ファミリー12ステップ、よこはま赤本の会、あざみ野デ
イリーインベントリー、共依存症からの回復あざみ野、あるとほっと、
wing、誠心会、RDP横浜、DARC茅ヶ崎、清川遠寿病院、医療法
人社団　祐和会　大石クリニック、障害者就労支援事業所　わくわく
ワーク大石

・みなとみらい線「日本大通り
駅」A1出口徒歩3分
・JR京浜東北線・根岸線/横
浜市営地下鉄ブルーライン「関
内駅」徒歩20分

横浜象の鼻パークAゾーン
「開港の丘」

※新しい回復のあり方とは回復プログラム、方法ではありません。

・協力：横浜マックデイケアセンター、一般社団法人神
奈川県断酒連合会、横浜ダルク、相模原ダルク、川崎
ダルク、自然農ハコベ



リカバリー・パレード「回復の祭典」in 神奈川 実行委員会からのアピール 

 

全体テーマ『なっても大丈夫、回復はここにある』 

 

依存症に関する世の中の偏見をあえて一言で表してみます。 

『ああなったら人間、おしまいだ』 

廃人、社会的脱落者、浮浪者、だらしない人、性格が弱い人、人格破綻者、哀れな人、近づきたくない人、臭い

人、暴力を振るう人、快楽に溺れた人・・・たくさんの負のレッテルが依存症の当事者にペタペタと貼り付けら

れてきました。少し専門的に言うとこうした負のレッテルをスティグマと言います。依存症は病気であるという

認識がやっと一般社会に広まるようになり、こうしたスティグマは随分払拭されてきているようにも思えます。

しかし、依存症に対するマイナスイメージは根強く世の中にはびこっていて、依存症のとば口に立って苦しんで

いる人たちがスティグマを自らの心の中に忍び込ませているというやりきれない現実があります。アルコールや

薬物の病的な使用障害に陥ったり、経済的破綻に直面してもギャンブルの渦に巻き込まれ続けている、その当の

人たちが「依存症？自分はあんなヤバい人たちとは違う。あんなひどい人間ではない」とかたくなな否認を貫い

てしまう。依存症は緩慢な自殺と言われるように、こうした否認の果てには、無念で無残な生の終焉が待ってい

ます。 

依存症にまとわりつく決定的な負のスティグマが社会の中に居座り続けている理由は、実に単純明快です。世

の中の人たちが依存症から回復している人の姿を見たことがないから、ただそれだけなのです。依存症は病気で

あり、さらに回復の道が確実に差し出されている、ある意味実にわかりやすい病です。酒や薬物やギャンブルを

断ち、それらに頼らない新たな自分の生き方のスタイルを編み上げていく。そうした新生とも創生とも言える人

生を歩んでいる人たちがたくさんいます。その多くの仲間が今日、ここに集まりました。みんな、少し皺がある

かもしれないけれど爽やかな素顔を持っています。そして、集まってくれた皆さまに精一杯澄んだ声でメッセー

ジを送りたいと思います。 

なっても大丈夫、回復はここにある。 

 

リカバリー・パレード「回復の祭典」in 神奈川実行委員会 

実行委員長  城間勇（NPO法人横浜依存症回復擁護ネットワーク 理事長） 

実行副委員長 小林博（一般社団法人神奈川県断酒連合会 副会長） 

 

昨年のリカバリリカバリー・パレード「回復の祭典」in 神奈川の様子（2023 年 11 月 19 日・象の鼻パーク） 

回復者や回復の友人たち合わせて 9 人がスピーチを行い、楽器演奏とコーラス、琉球太鼓の演舞が色を添え会場

を盛り上げてくれました。エキストラセッションとして“平成の KO キング”坂本博之さんのボクシングセッショ

ンがありました。 

写真：リマインダーズ後藤 勝さん 


